
第４４号 ２０２１・春
友の会だより
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堂の山の入口を示す標識石。千曲市桑原の髙木眞さん制作のストーンアートで、堂の

山にはフクロウなどさまざまに描かれた作品がところどころに置かれている
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麗エッセイ

更級小6年生が縄文住居の屋根葺き替え体験
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高橋さんお気に入りのオオルリの親と雛の写真。ご主
人のお知り合いの方が大池の森で撮影したもの
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写真左＝新築されたときの飯縄社。堂の山から

北方に見える飯縄山の神様を祭る。親しみを込

めて「おいづなさん」と呼んできた。上＝飯縄

社に向かう参道の鳥居。新築したときの神事

倒木などで荒れている参道

大谷公人さんの祖父・父が開墾、りんご畑だっ
たところ。プロジェクトはここからスタート

手入れが行われ見通しがよくなった

４月、上空からの様子。すっかりきれいに整備。季節の
花も咲くようになった

堂の山復活プロジェクトに集まった人たち
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         姨捨孝子
観音和讃
作詞：野田俊一

（上田市小泉 高仙寺住職＝当時）

曲：「西国霊場観音和讃」　

　　　　の曲を原曲とする
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